
 
常
光
寺
春
の
永
代
法
要
の
ご
案
内 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

謹
啓
、
慈
光
の
も
と
い
よ
い
よ
ご
健
勝
の
御
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
恒
例
の
常
光
寺
永
代
経
を
左
記
の
通
り
勤
修
い
た

し
ま
す
。
永
代
経
は
、
ご
先
祖
の
皆
様
を
迎
え
、
恩
を
知
り
徳
を
報

じ
る
大
切
な
法
要
で
す
。
春
の
ひ
と
時
、
忙
し
い
日
常
を
ひ
る
が
え

し
て
、
是
非
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
御
参
集
賜
り
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

記 

 
 

日
時
・
・
・
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
九
日
〃
月
〄 

午
前
十
時
よ
り 

 
 

場
所
・
・
・
常
光
寺
〃
駐
車
場
は
北
側
に
も
ご
ざ
い
ま
す
〄 

 
 

次
第
・
・
午
前
の
部 

一
、 

御
経
『
仏
説
大
無
量
寿
経
』 

二
、 

正
信
偈
同
朋
奉
讃 

 

〃
三
十
五
分
〄 

三
、 

御
法
話
〃
一
時
間
〄 

〃
姫
路
市 

興
宗
寺 

木
村
恵
師
〄 

 
 
 
 

午
後
の
部 

お
斎 

〃
昼
食
〄 

 
 

一
、 

御
経
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』 

二
、 

正
信
偈
念
仏
和
讃
三
淘
〃
三
十
分
〄  

 
 

 

三
、
御
法
話 

 
 
 
 

 

〃
一
時
間
半
〄 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
十
日 

 
 

 

合
掌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

常
光
寺
住
職 

 
 

飯
貝 

仁 

 
 
 
 

相
手
を
鬼
と
見
る
人
は 

 
 
 
 

 

自
分
も
ま
た 

鬼
で
あ
る 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

曽
我 

量
深 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 


